
観
光
立
国
を
創
造
す
る

北
海
道
大
学
大
学
院

新
時
代
の
観
光
業
界
を
牽
引

東
洋
大
学

観光関連の大学、専門学校を紹介
明日の人材を育てる
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古屋教授

　
２
０
１
８
年
の
旅
行
消
費
額
は

・

４
兆
円
で
、
生
産
波
及
効
果
は

・
５

兆
円
。
観
光
産
業
は
国
の
成
長
産
業
と

位
置
付
け
ら
れ
、
拡
大
し
て
い
る
。
今

回
の
特
集
で
は
、
そ
の
有
望
な
観
光
産

業
に
優
秀
な
人
材
を
送
り
出
す
大
学
、

専
門
学
校
を
紹
介
す
る
。

現地での演習講義も豊富
（北海道中標津町）

　
北
海
道
大
学
（
札
幌
市
）

は
２
０
０
７
年
４
月
に
国
立

大
学
初
の
観
光
分
野
の
大
学

院
と
し
て
国
際
広
報
メ
デ
ィ

ア
・
観
光
学
院
を
設
置
。
こ

れ
ま
で
に

期
１
８
７
名
の

修
士
課
程
修
了
者
と

名
の

博
士
号
取
得
者
を
輩
出
し
て

い
る
。

　

年
度
に
は
従
来
の
２
専

攻
を
「
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア

・
観
光
学
専
攻
」
と
し
て
１

専
攻
化
。
メ
デ
ィ
ア
研
究
と

観
光
研
究
の
融
合
を
掲
げ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
旅
行
行
動
に
与
え

る
影
響
、
自
治
体
に
よ
る
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
、

ア
ニ
メ
を
通
じ
た
観
光
振
興

な
ど
、
幅
広
い
分
野
の
研
究

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
社
会
人
向
け
に
は
、
修
士

課
程
と
博
士
課
程
に
加
え
、


年
度
に
履
修
証
明
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
設
。
国
が

進
め
る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
中

核
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
エ
バ
ー
航
空
日
本

支
社
、
乃
村
工
藝
社
、
一
般

社
団
法
人
札
幌
観
光
協
会
、

公
益
財
団
法
人
札
幌
国
際
プ

ラ
ザ
な
ど
、
観
光
の
最
前
線

で
活
躍
す
る
実
務
家
教
員
に

よ
る
実
践
講
習
と
大
学
院
修

士
課
程
の
各
講
義
を
組
み
合

わ
せ
た
多
角
的
で
専
門
性
の

高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
実
践
性
の
高
い

教
育
・
研
究
の
推
進
を
掲
げ
、

企
業
や
自
治
体
と
の
連
携
も

強
化
。美
瑛
町
や
ニ
セ
コ
町
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、
ヤ
フ
ー
と

の
共
同
研
究
や
教
育
連
携
も

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
学
生
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講

生
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

多
様
な
こ
と
も
同
専
攻
の
特

徴
。
北
海
道
大
学
内

部
か
ら
の
進
学
に
加

え
、
道
内
外
の
他
大

学
か
ら
の
進
学
も
多

い
。
留
学
生
は
、
中

国
、
台
湾
、
韓
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い

っ
た
ア
ジ
ア
各
国
・

地
域
だ
け
で
な
く
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
グ

ア
テ
マ
ラ
な
ど
、
世
界
各
国

か
ら
観
光
と
メ
デ
ィ
ア
の
融

合
研
究
を
志
す
学
生
が
集
ま

る
。

　
ま
た
、
北
海
道
の
雄
大
な

自
然
を
体
感
で
き
る
緑
豊
か

な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
り
な
が

ら
札
幌
駅
の
目
の
前
と
い
う

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

交
通
利
便
性
を
確
保
。
働
き

な
が
ら
履
修
可
能
な
夜
間
・

週
末
開
講
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
講
義
も
充
実
し
、旅
行
業
、

運
輸
業
、宿
泊
業
、自
治
体
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
現
役
で
活
躍
す
る

社
会
人
学
生
も
多
い
。

　
５
Ｇ
（
第
５
世
代
移
動
通

信
シ
ス
テ
ム
）
の
登
場
に
よ

る
情
報
通
信
社
会
の
進
展
、

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
生

じ
た
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
。
メ

デ
ィ
ア
と
観
光
の
融
合
研
究

を
展
開
す
る
同
大
学
院
で
新

し
い
時
代
に
お
け
る
観
光
の

あ
り
方
に
つ
い
て
思
考
を
傾

け
た
い
。

東洋大学白山キャンパス

藤稿教授

　
東
洋
大
学
の
観
光
教
育
の

歴
史
は

年
を
超
え
、
日
本

で
最
も
伝
統
あ
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
２
０
１
７
年
か

ら
は
国
際
観
光
学
部
と
し

て
、
観
光
に
関
連
す
る
新
し

い
学
問
分
野
を
積
極
的
に
開

拓
し
な
が
ら
、
観
光
産
業
と

観
光
行
政
機
関
な
ど
と
密
接

に
連
携
す
る
こ
と
で
、
産
業

界
な
ど
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
時
代
の
最
先
端
を
ゆ

く
実
践
的
な
学
び
を
展
開
し

て
い
る
。

　
国
際
化
が
加
速
す
る
日
本

の
観
光
市
場
。
国
際
観
光
学

部
で
は
産
業
と
政
策
の
両
分

野
で
即
戦
力
と
な
る
実
務
能

力
を
身
に
付
け
、
観
光
立
国

・
日
本
に
貢
献
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
。
同
学
部
の
就

学
キ
ャ
ン
パ
ス
は
東
京
都
文

京
区
の
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
。

入
学
定
員
は
３
６
６
人
だ
。

　
２
０
２
１
年
度
か
ら
は
、

さ
ら
に
国
際
観
光
を
体
系
的

に
学
ぶ
た
め
、「
観
光
政
策
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
系
領
域
」と「
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
系
領
域
」
の

二
つ
の
学
問
領
域
に
再
編

し
、
専
門
的
な
学
習
を
深
め

る
。多
彩
な
専
門
科
目
は
、各

学
生
の
興
味
と
関
心
に
応
じ

て
選
択
で
き
、
国
際
観
光
に

関
す
る
複
合
的
な
知
識
や
経

験
を
積
む
こ
と
が
可
能
だ
。

　
「
観
光
政
策
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
系
領
域
」
で
は
、
観
光
に

関
す
る
企
画
や
立
案
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
、
営
業
、
行
政

に
お
い
て
、
即
戦
力
と
な
る

実
務
能
力
は
も
ち
ろ
ん
、
哲

学
や
国
内
外
の
文
化
な
ど
の

深
い
教
養
と
国
際
知
識
を
身

に
付
け
る
。専
門
性
を
高
め
、

旅
行
会
社
で
の
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
、
航
空
会
社
、
鉄
道
会
社

な
ど
の
運
営
、
観
光
局
で
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
公
務
員

と
し
て
観
光
振
興
、
観
光
地

域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

な
ど
で
活
躍
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
。

　
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
系
領

域
」
で
は
、
観
光
業
の
中
核

で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
関
連
産
業

に
つ
い
て
実
践
を
通
じ
て
学

び
、
航
空
会
社
の
Ｃ
Ａ
・
グ

ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
、
ホ
テ
リ

エ
（
ホ
テ
ル
総
支
配
人
）
、

旅
館
の
運
営
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル

関
連
の
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
活

躍
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け

る
。

　
同
学
部
は
２
０
２
０
年
に

開
設
４
年
目
の
完
成
年
度
を

迎
え
、
来
春
に
は
第
１
期
生

が
社
会
へ
は
ば
た
く
。
前
身

の
国
際
地
域
学
部
国
際
観
光

学
科
の
時
代
か
ら
就
職
に
強

く
、
特
に
旅
行
、
宿
泊
、
航

空
、
鉄
道
と
い
っ
た
観
光
産

業
に
は

％
以
上
が
就
職

し
、
同
学
部
で
の
学
び
が
社

会
で
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
８
年
に
は
大
学
院

に
国
際
観
光
学
研
究
科
国
際

観
光
学
専
攻
（
博
士
前
期
課

程
・
博
士
後
期
課
程
）
を
開

設
。
研
究
分
野
の
充
実
も
見

逃
せ
な
い
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て

既
存
の
枠
組
み
の
見
直
し
が

必
要
と
な
っ
た
現
在
、
観
光

業
界
で
注
目
を
集
め
て
い
る

の
が
「
持
続
可
能
な
観
光

（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
）」だ
。１
９
９
２
年
、

国
連
環
境
開
発
会
議
に
お
い

て
、
持
続
可
能
な
開
発
の
行

動
指
針
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ

」

が
発
表
さ
れ
た
の
を
一
つ
の

き
っ
か
け
に
、
持
続
可
能
な

観
光
を
実
現
す
る
た
め
の
取

り
組
み
が
世
界
的
に
推
進
さ

れ
て
い
る
。

　
国
際
観
光
学
部
に
お
い
て

も
、
持
続
可
能
な
観
光
に
焦

点
を
当
て
た
教
育
・
研
究
、

人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
「
自
然
環
境
保
全
」
を
専

門
と
し
、
「
観
光
と
環
境
の

関
係
性
」
を
教
え
て
い
る
同

学
部
の
藤
稿
亜
矢
子
教
授
は

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
は
、
観
光
に
関
わ
る
全

て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

実
践
、
実
現
し
て
い
く
べ
き

観
光
の
方
法
論
（
あ
り
方
）

で
す
」
と
、
持
続
可
能
な
観

光
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

　
「
最
も
重
要
な
生
態
学
的

プ
ロ
セ
ス
を
維
持
す
る
こ

と
、
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
社
会
文
化
的
な
本
質
に
敬

意
を
払
う
こ
と
、
社
会
経
済

的
な
利
益
が
全
て
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
公
平
に
も
た

ら
さ
れ
、
貧
困
削
減
に
も
貢

献
す
る
こ
と
が
大
事
。
つ
ま

り
、
『
環
境
的
』
に
適
正
で

あ
り
、
『
社
会
文
化
的
』
に

好
ま
し
く
、
『
経
済
的
』
に

成
長
で
き
る
。
こ
の
３
要
素

を
満
た
す
の
が
本
当
の
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

す
。
こ
の
よ
う
な
観
光
計
画

を
立
案
し
、
実
践
し
て
い
く

人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
」
（
同
教
授
）
。

　
今
年
６
月

日
に
は
、
観

光
庁
「
持
続
可
能
な
観
光
指

標
に
関
す
る
検
討
会
」
が
、

国
際
基
準
に
準
拠
し
た
「
日

本
版
　
持
続
可
能
な
観
光
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｓ


Ｄ
）
」
を
発
表
し
た
。
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
各
地
方
自

治
体
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
持
続
可
能

な
観
光
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

開
発
さ
れ
た
も
の
だ
。

　「
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
」

や
「
旅
行
者
の
意
思
決
定
過

程
分
析
」
な
ど
を
専
門
と
す

る
古
屋
秀
樹
教
授
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
サ
イ
エ
ン
ス
の

専
門
家
と
し
て
デ
ー
タ
に
基

づ
く
観
光
交
通
計
画
、
観
光

行
動
分
析
の
視
点
か
ら
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
づ
く
り
に
参
加

し
た
。
「
環
境
配
慮
に
加
え

て
、
経
済
的
・
社
会
文
化
的

指
標
を
掲
げ
た
の
が
本
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
最
大
の
特
長
。

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
国
連
世
界
観

光
機
関
）
駐
日
事
務
所
と
連

携
し
て
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

い
か
に
国
内
展
開
し
て
い
く

か
が
今
後
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
る
」（
古
屋
教
授
）。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

よ
る
環
境
負
荷
な
ど
、
今
ま

で
の
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
弊

害
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な

い
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を

通
じ
て
観
光
業
界
は
今
後
の

在
り
方
が
問
わ
れ
る
新
時
代

に
入
っ
た
。

　
「
観
光
振
興
と
地
域
の
持

続
可
能
な
発
展
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
察
し
、
観
光
客
、
地

域
住
民
の
双
方
に
配
慮
し
た

『
持
続
可
能
な
観
光
』
の
推

進
に
よ
る
観
光
産
業
・
政
策

の
質
的
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
（
同
教
授
）
。

　
東
洋
大
学
国
際
観
光
学
部

で
は
、
教
育
、
研
究
を
通
じ

て
、
持
続
可
能
な
観
光
地
域

づ
く
り
に
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る

人
材
を
育
成
し
て
い
る
。


